
令和６年度 
                                  学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標          学力向上検討委員会構成 

生徒が主体的に学ぶ力につながる学力向上を目指して 
   ①ICT・タブレットを活用し、基礎基本の定着を図るわかりやすい授業の実践 
  ②思考力・判断力・表現力を磨く発問・学習形態の工夫 
  ③主体的・対話的で深く学び合う生徒の育成 
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                                                                                                          【各校の取組状況の把握について】 
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進 
 

管理職による授業参観や教員からの報告等，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。 

（１）知識・技能の習得 

生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す生徒の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項 

○授業に対してまじめに取り組むことができ，
全般的に基礎的・基本的な知識や技能を身に
つけている生徒が多い。 
●自分の意志で学習に取り組む意欲の低い生
徒も見られ，学力の二極化傾向が見られる。
習得した知識を定着させるまで粘り強く学習に
取り組むまでに至っていない。 

・集中して授業に取り組み，基礎的内容
の課題の達成ができる。 
 
・身につけた知識や技能が，ほかの学習
や生活の場面において活用することがで
きる。 

・教員間で学習規律の共通理解を図り，学
習の見通しや振り返りを意識した授業づくり
に努める。 
・生徒が興味をもって学習に取り組むことが
できるよう発問を工夫する。 
・他学年，他教科の教員が相互に授業参観
を行う。 

全国学力調査やステ
ップアップテストの結果
の分析により、基礎基
本の徹底や授業規律
の確立を図る。 

・学習規律を徹底することができた。 

・視聴覚教材やＩＣＴを活用し、生徒が学習の見
通しを持てるようにしたり、意欲的に復習に取
り組めるようにしたりできた。 

・教師が相互に授業を参観する機会を設けた。 

・学習規律を維持するために、教員間で
引き続き共通理解に努める。 

・学習の内容が実際の社会生活につなが
っていると意識できるように発問を工夫
し、学習意欲向上に繋げる。 

・相互参観授業を活性化させる。 

 （２）思考力・判断力・表現力等の育成 

生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す生徒の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項 

○課題解決に向けて友達の意見を聞いた
り，自分の意見を発表したりすることがで
きる。 
●書く・話すなどの自己表現活動に対す
る苦手意識が強い。思考・判断を要する
課題に対して，最初から取り組もうとしな
い生徒が見られる。 

・各授業での課題などに対して，「いきい
き」とした話し合い活動等を通して，自分
の考えや意見を相手にわかるように表現
することができる。 
・課題解決に向け最後まで粘り強く取り
組み，根拠や理由を明らかにしながら伝
え合うことができる。 

・ペア学習やグループ学習を適宜設定し，
ICT･タブレットやホワイトボードを効果的に
活用した発表や話し合い活動を設ける。 
・学んだ知識を活用できるような課題を提示
し，その課題解決に向けて筋道を立てて考
えを深めたり，話し合ったりする機会を設定
する。 

全国学力調査やステ
ップアップテストの結果
の分析により、授業形
態の工夫についての共
有を図り、実践する。 

・ペアやグループで活動することで、少人数で
の発表に慣れさせることができた。 

・調べた物を共有する時間をつくり、互いの情
報を増やす活動をしたが、考えや意見を相手
に分かるように表現することは難しいようだっ
た。 

・自分の意見を友達が認めてくれるという
仲間意識を持たせる学級経営や、聴く態
度の指導もしていく。 

・引き続きグループ学習やディベートを取
り入れ、他人の考えに触れる機会を持た
せる。 

 （３）主体的に学習に取り組む態度の育成 

生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す生徒の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項 
 
 
  ○チャイム着席が定着しており，授業に落

ち着いて臨むことができる。 
●家庭学習の習慣が定着していない生徒
が多い。不得意な教科や課題に対して，
自分で計画を立てて克服することに課題
がある。 

・夢や目標を持ち，その実現に向けて主
体的に学習に取り組むことができる。 
 
・自分なりの学習の仕方を習得し，主体
的・計画的に家庭学習を充実させること
ができる。 

・生徒が見通しをもって授業に取り組むことが
できるよう，授業のめあてを提示する。 
・効果的な発問で授業中に積極的に発表させ
る機会を増やす。 
・家庭学習に活かせるようなノート指導の工夫
や定期テスト計画表の充実を図る。 

全国学力調査やステ
ップアップテストの結果
の分析により、家庭学
習の働きかけやノート
指導をさらに進める。 

・めあてを提示するとともに本時のまとめをさせ
たり、授業の流れを提示したりすることで、生
徒が主体的に活動できるようになった。 

・ノートのまとめ方やテキストの使い方を説明
し、家庭学習につながるよう努めることができ
た。 

・発言しやすい雰囲気作りに努め、生徒
の発言を授業の中で生かしていくように
していく。 

・家庭学習用の課題を学校でこなす生徒
もいたので、効果的な学習方法を引き続
き伝え、学力の定着に繋げていく。 
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令和６年度 学力向上ロードマップ 
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